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例年かすり傷程度だった花粉症が今年はとにかくひどい。３月初旬から全開状態。し

ょぼい目が更にさらにしょぼくなってくる。いつもは市販薬で済ませていたが、今年は

とうとう初めて、処方薬のお世話になっている。にしてもマイッタ… 

 

3 月、数ヶ所の卒園式撮影で、今年度の撮影もおかげ様ですべて無事に終えることが

できた。ある幼稚園児の見知らぬお母さんから「子どもと一緒の写真を撮ってもいいで

すか？」とか、別の保育園ではやはりお母さんが「高橋さん！ツーショット写真撮ろ

う！！」と声をかけて頂いたりで、ほんわかうれしい H29 年度の〆。 

 

この四月で開業届を出してから丸 14 年が経った。15～16 年前、ビズネットで開業予

備軍として色々なことを教わり、そして見聞は続く。 

 

その 14年間で色々なものが培われてきた。 

いよいよ「開業」というドアを開けるのは、そこから踏み出すのは、ビズネットの他

の誰でもなく、自分自身の手と足になる。ほぼ素人同然での開業ゆえ、「顧客」と「業者」

という構図の中では自信もあろうはずもなくそして太刀打ちもできず、そんな中、自然

と形づいてきたのがお客さんと自分が同じ土俵に上がって可能な限りお互いの垣根を低

くしていくやりかた。今やそれがすっかり自分の胆になってきている感じ。もちろんそ

のために業者側の自分には、「誠実」とか「懸命」ということがさらに必然となる。お互

いある程度気心知れるようになるまでの時間は様々で、長いと多分 4～5年位はかかって

いたかも知れない。（長いのはもっとかかったかな） 

なお、お察しの通り大中小の失敗は今までちょいちょい、ちょいちょい。でも何とか

しようという懸命さがあれば、お客さんからはそう簡単にサヨナラ～とは言われない。

誰でも、一生懸命になっている奴にはつい応援しやすくなる。そうやって場数を懸命に

なってこなしていくうちに腕も稼ぎも信頼も少しずつ上がってきたよう。 

もう一つ自分にとって大切なことは、機材～技術の習得のみに傾倒せず、生身の人間

の今を撮っていることを常に忘れないようにしている。この考えは、撮影をすればする

ほど自分の中でかなり大きなウエィトを占めてだしてきた。 

 

もちろんいずれもこれはあくまでも高橋の場合。で、しかるべく、自由に、手法も考

え方も人それぞれなはず。あー今月は何だか話しが固いな。 

 

追伸 

話し変わりますが、大変な時ほど無意識に自分の都合しか考えていないときがある。

やはりそういうときは心のバランスがホント悪いなぁ…。そして中々そのことに気が付

かないまま時間も過ぎていく… 


